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【
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
活
動
報
告
】

一　

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
に
つ
い
て

設　
　

立
：
平
成
二
八
年
四
月
一
日

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
室
内

　
　
　
　
　
（
〒
八
五
〇
‐
〇
〇
〇
七
、
長
崎
市
立
山
一
‐
一
‐
一
）

連
絡
先
：
電
話
番
号 
〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
八
八

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
七
七

E
-m
a
il

：nagasakigakukenkyu@
city.nagasaki.lg.jp

二　

職
員
体
制

所　
　

長
：
水
田　

光
一

係　
　

長
：
田
畑　

丘

学
芸
員
：
田
中　

学
、
入
江　

清
佳
、
ス
タ
ー
ツ　

美
来
、
田
中　

希
和

三　

事
業
内
容

①　

調
査
研
究
事
業

　

調
査
研
究
活
動
対
象
施
設

・
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
（
令
和
七
年
五
月
一
二
日
）

・�

国
立
国
会
図
書
館
（
令
和
七
年
六
月
一
一
日
～
一
二
日
、
令
和
八
年
一
月

二
八
日
〜
三
〇
日
）

・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
仮
収
蔵
庫
（
令
和
七
年
六
月
一
二
日
～
一
三
日
）

・D
EIT
z

株
式
会
社
（
令
和
七
年
七
月
七
日
）

・
片
峰
薬
局
（
令
和
七
年
一
〇
月
二
九
日
）

②　

普
及
啓
発
事
業

　
（
一
）
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
紀
要
『
長
崎
学
』

　

年
に
一
回
、
長
崎
学
に
関
連
す
る
研
究
論
文
集
を
刊
行
・
公
開
す
る
。
内
容

は
、
本
誌
掲
載
の
と
お
り
。

　
（
二
）
長
崎
学
研
究
発
表
会

　

長
崎
学
に
関
す
る
研
究
成
果
の
公
開
を
目
的
と
し
て
、
研
究
成
果
発
表
会
を

実
施
、
三
人
が
研
究
発
表
し
た
。
報
告
後
、
各
人
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
該
分
野
に
造
詣
が
深
い
大
学
教
員
に
よ
る
、
一
括
し
た
形
で
の
総
括
・
講
評

を
行
っ
た
。

　

日　
　

時
：
令
和
八
年
二
月
一
一
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

一
三
時
〇
〇
分
～
一
五
時
四
〇
分

　

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

　

研
究
報
告
：
①�

梅
川　

隼
人
氏
（
長
崎
県
立
大
学
大
学
院
地
域
創
生
研
究
科

（
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
「
多
様
な
価
値
を
持
つ
「
軍
艦
島
」
の
再
現
前
化
」

　
　
　
　
　
　

②
和
田　

奈
緒
氏
（
長
崎
市
出
島
復
元
整
備
室
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　

�「
地
誌
出
島
図
か
ら
見
え
る
も
の
―
新
蔵
出
島
図
の
報
告
と

出
島
の
整
備
事
業
―
」

　
　
　
　
　
　

③
張　

子
康
氏
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
助
教
）

　
　
　
　
　
　
　

�「
長
崎
唐
通
事
再
考
：
近
世
東
ア
ジ
ア
他
地
域
と
の
比
較
を

通
し
て
」

　

講

評
：
細
井　

浩
志
氏
（
活
水
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
）

　

参
加
人
数
：
会
場
五
四
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
二
三
人
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（
三
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会

　
【
別
表
一
：
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿
】

　

長
崎
学
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
大
学
、
博
物
館
、
郷
土
史
研
究
団
体
、
長
崎

県
を
は
じ
め
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
各
団
体
間
の
連
携
と
協
働

を
目
的
と
し
て
、年
六
回「
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会
」を
開
催
し
た
。

・
第
一
回
理
事
会

日　
　

時
：
令
和
七
年
四
月
一
〇
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
〇
〇
分

出　
　

席
：
一
二
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
二
団
体
）

内　
　

容
：�

議
長
の
選
出
及
び
職
務
代
理
者
の
選
出
、
各
団
体
の
動
向
報
告
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
の
保
存

と
活
用
に
つ
い
て

・
第
二
回
理
事
会

日　
　

時
：
令
和
七
年
六
月
五
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
四
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
四
団
体
）

内　
　

容
：
各
団
体
の
動
向
報
告
、
新
規
加
盟
団
体
審
議

・
第
三
回
理
事
会

日　
　

時
：
令
和
七
年
八
月
七
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
五
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
五
団
体
）

内　
　

容
：�

各
団
体
の
動
向
報
告
、
原
爆
関
連
の
資
料
や
テ
レ
ビ
番
組
に
関
す

る
情
報
共
有
ほ
か

・
第
四
回
理
事
会

日　
　

時
：�

令
和
七
年
一
〇
月
一
六
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五

分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
：�

各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
く
ん
ち
に
関
す
る
情
報
交
換
、
嶋
谷

市
左
衛
門
小
笠
原
諸
島
巡
検
三
五
〇
周
年
に
か
か
る
市
内
外
の
動

向
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
ほ
か

・
第
五
回
理
事
会

日　
　

時
：
令
和
七
年
一
二
月
四
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
： �

各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
市
の
公
文
書
保
存
方
針
に
つ
い
て

意
見
交
換
ほ
か

・
第
六
回
理
事
会

日　
　

時
：
令
和
八
年
二
月
五
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
：
各
団
体
の
動
向
報
告
、
来
年
度
活
動
予
定
の
確
認
ほ
か

　
（
四
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
公
開
学
習
会

　

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
団
体
の
理
事
、
会
員
及
び
学
生
を
含
め
た
長
崎

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
構
成
員
を
対
象
に
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
報
告
・
還
元

す
る
機
会
を
設
け
る
。

　

最
新
の
研
究
に
つ
い
て
講
師
を
招
聘
し
、そ
の
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
、

長
崎
学
の
深
化
、
振
興
及
び
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
。

　

な
お
、
公
開
学
習
会
に
つ
い
て
は
、
長
崎
学
の
普
及
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

右
の
参
加
資
格
者
に
加
え
、広
く
一
般
か
ら
も
出
席
を
募
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

令
和
七
年
度
は
一
回
の
公
開
学
習
会
を
開
催
し
た
。
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・
第
一
回　

公
開
学
習
会

題　
　

目
：
長
崎
に
お
け
る
被
爆
者
運
動
の
形
成
と
展
開

　
　
　
　
　

―
長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
の
一
九
五
〇
‐
六
〇
年
代
を
中
心
に
―

日　
　

時
：
令
和
七
年
五
月
二
七
日
（
火
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分

会　
　

場
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

参
加
費
：
無
料

講　
　

師
：�

木
永　

勝
也
先
生
（
長
崎
総
合
科
学
大
学　

長
崎
平
和
文
化
研
究

所　

客
員
研
究
員
）

概　
　

要
：�

長
崎
に
お
け
る
被
爆
者
運
動
の
形
成
期
や
活
動
初
期
を
対
象
と
し
、

長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
を
中
心
に
、
運
動
が
自
立
化
、
自
律
化

し
て
い
っ
た
履
歴
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
だ
い
た
。

参
加
人
数
：�

会
場
二
四
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
一
三
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

理
事
…
三
人
）

　
（
五
）
学
芸
員
コ
ラ
ム

　

長
崎
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
長
崎
の
歴
史
や
文
化
、
調
査
研
究
な
ど
に

関
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
た
。

件　
　

数
：
四
件
（
令
和
八
年
三
月
一
日
時
点
）

内　
　

容
：�

入
江
清
佳
「
長
崎
で
繋
が
る
漫
画
家
清
水
崑
と
小
説
家
遠
藤
周
作

の
交
友
」（
第
一
二
回
・
令
和
七
年
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　

�

田
中
学
「
あ
の
銭
で
何
が
買
え
た
か
―
一
九
世
紀
前
半
長
崎
の
物

価
―
」（
第
一
三
回
・
令
和
七
年
五
月
一
六
日
）

　
　
　
　
　

�

田
中
希
和
「〝
唐
人
〟
っ
て
だ
れ
？
―
中
国
？
唐
？
明
・
清
？
」（
第

一
四
回
・
令
和
七
年
八
月
一
八
日
）

　
　
　
　
　

�

田
中
希
和
「
唐
人
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
―
内
地
雑
居
か
ら
唐
人
屋

敷
、
そ
し
て
新
地
中
華
街
へ
」（
第
一
五
回
・
令
和
七
年
一
一
月

一
九
日
）

③　

後
継
者
育
成
事
業

　
（
一
）
長
崎
学
児
童
研
究
コ
ン
ク
ー
ル

　

長
崎
市
に
関
わ
る
歴
史
、
地
理
、
伝
統
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
、
郷
土
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
心
情
を
養
う
と
と
も

に
、
児
童
の
郷
土
研
究
を
顕
彰
す
る
。

応
募
資
格
：
長
崎
市
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童

内　
　

容
：
長
崎
市
の
各
地
域
の
歴
史
・
地
理
・
伝
統
・
人
物
等
の
研
究
作
品

募
集
期
間
：�

令
和
七
年
一
一
月
四
日
（
火
）
～
令
和
七
年
一
二
月
一
五
日
（
月
）

応
募
校
数
：
一
六
校

応
募
作
品
：
二
九
七
点

審
査
結
果
：�

長
崎
市
長
賞
一
点
、
長
崎
市
教
育
長
賞
一
点
、
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
長
賞
一
点
、
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
賞
一
点
、
長
崎
外

国
語
大
学
長
賞
一
点
、
入
選
一
六
点
、
奨
励
賞
二
〇
点
、
学
校
賞

二
校

作
品
展
示
：�

令
和
八
年
二
月
二
一
日
（
土
）
～
三
月
八
日
（
日
）
の
期
間
、
入

選
以
上
の
作
品
二
一
点
及
び
学
校
賞
二
校
に
つ
い
て
、
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
に
て
展
示
し
た
。

④　

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
開
所
一
〇
周
年
記
念
事
業

　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
令
和
七
年
一
〇
月
一
九
日
（
日
））、記
念
企
画
展
「
長

崎
学
の
あ
ゆ
み
」
展
（
令
和
七
年
一
二
月
一
八
日
（
木
）
～
令
和
八
年
二
月

一
五
日
（
日
）、
パ
ネ
ル
展
示
：
令
和
八
年
一
月
一
四
日
（
水
）
～
二
月
一
五

日
（
日
））、
記
念
誌
の
刊
行
（
紀
要
『
長
崎
学
』
第
一
〇
号
）、
及
び
知
ら
れ
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ざ
る
長
崎
の
偉
人
発
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
記
念
講
演
会
：
令
和
七
年
九
月
一
三
日

（
土
）、
パ
ネ
ル
展
：
令
和
七
年
九
月
九
日
（
火
）
～
一
〇
月
五
日
（
日
）、
嶋

谷
市
左
衛
門
関
係
資
料
展
示
：
令
和
七
年
八
月
一
九
日
（
火
）
〜
一
〇
月
一
九

日
（
日
））
を
実
施
し
た
。
内
容
は
、
本
誌
掲
載
の
と
お
り
。

四　

職
員
に
よ
る
講
演
・
講
師
実
績

実
施
回
数
：
一
一
回

聴
講
人
数
：
四
〇
一
人
（
延
人
数
、
令
和
八
年
三
月
一
日
時
点
）

主
催
団
体
：�

東
洋
英
和
女
学
院
、
青
山
学
院
高
等
部
、
椙
山
女
学
園
高
校
、
諏

訪
小
学
校
、
長
崎
県
歯
科
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合
、
長
崎
楽
会

「
長
崎
会
」、
長
崎
市
職
員
研
修
所
（
新
規
採
用
職
員
研
修
）、
東

京
都
小
笠
原
行
政
職
員
、
地
域
住
民
及
び
遠
藤
周
作
文
学
館
な
ど

九
団
体

題　
　

目
：�「
長
崎
が
特
に
発
展
し
た
時
代
や
で
き
ご
と
は
い
つ
な
の
か
」「
長
崎

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
考
え
る
」「
長
崎
に
残
る
中
国
の
面
影
」「
長

崎
の
な
か
の
九
州
、日
本
の
な
か
の
長
崎
～
江
戸
時
代
を
中
心
に
～
」

「
嶋
谷
市
左
衛
門　

耀
け
る
航
跡
」
展
示
解
説
、
小
学
生
向
け
職
業

説
明
会
な
ど
一
〇
テ
ー
マ

五　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
実
績

件　
　

数
：
八
八
件
（
令
和
八
年
三
月
一
日
時
点
）

内　
　

容
：�

長
崎
の
盆
行
事
の
由
来
、
ペ
ー
ロ
ン
の
起
源
や
歴
史
、
牧
島
の
震

洋
の
史
跡
の
所
在
、
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
関
連
記
事
・
企
画

の
内
容
確
認
・
校
正
な
ど

内　
　

訳
：�

大
学
関
係
二
件
、
メ
デ
ィ
ア
一
七
件
、
企
業
一
一
件
、
一
般
二
七

件
、
他
自
治
体
五
件
、
庁
内
二
六
件

六　

メ
デ
ィ
ア
媒
体
へ
の
取
材
協
力
及
び
出
演

件　
　

数
：
一
五
件

取
材
内
容
：�

紀
要
『
長
崎
学
』
第
九
号
刊
行
に
か
か
る
取
材
、
知
ら
れ
ざ
る
長

崎
の
偉
人
発
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
嶋
谷
市
左
衛
門
耀
け
る
航
跡
」
に

か
か
る
取
材
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
崎
の
魅
力
を
語
る
歴
史
資
料

の
力
―
長
崎
学
研
究
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
」
に
か
か
る
取

材
、
季
刊
誌
『
樂
』
内
の
長
崎
市
提
供
コ
ー
ナ
ー
「
な
が
さ
き
の

宝
」
特
集
「
長
崎
学
と
そ
れ
を
守
る
人
た
ち
」
に
か
か
る
取
材
、

長
崎
市
広
報
誌
「
広
報
な
が
さ
き
」
内
コ
ー
ナ
ー
「
歴
史
文
化
の

こ
ぼ
れ
話
」
コ
ラ
ム
掲
載
（
六
月
号
、
一
二
月
号
）、「
長
崎
学
の

あ
ゆ
み
―
長
崎
の
資
料
を
守
り
伝
え
た
施
設
と
人
々
―
」
に
か
か

る
取
材
、「
長
崎
れ
き
ぶ
んN

EW
S

」№
71
コ
ラ
ム
掲
載（
新
年
号
）

掲
載
媒
体
：�

長
崎
新
聞
、
季
刊
誌
『
樂
』、
長
崎
市
広
報
誌
「
広
報
な
が
さ
き
」、

朝
日
新
聞
、「
長
崎
れ
き
ぶ
んN

EW
S

」、
毎
日
新
聞　

計
六
媒

体

七　

学
会
・
学
校
等
へ
の
協
力

件　
　

数
：
六
件

①�

東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
「
長
崎
が
特
に
発
展
し
た
時
代
や
で
き
ご
と
は
い

つ
な
の
か
（
修
学
旅
行
）」（
令
和
七
年
五
月
一
五
日
（
木
））

②�

青
山
学
院
高
等
部
「
長
崎
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
考
え
る
（
修
学
旅
行
）」

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
多
文
化
共
存
に
つ
い
て
（
修
学
旅
行
）」（
令
和
七
年

一
一
月
五
日
（
水
）・
六
日
（
木
））

③�
椙
山
女
学
園
高
校
「
長
崎
に
残
る
中
国
の
面
影
（
修
学
旅
行
）」（
令
和
七
年

一
一
月
一
一
日
（
火
）・
一
二
日
（
水
））

④�

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
展
示
「
遠
藤
周
作
と
清
水
崑
～
「
狐
狸
庵
閑
話　
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人
情
編
」
が
つ
な
ぐ
交
流
～
」（
令
和
七
年
三
月
八
日
（
土
）
～
令
和
八
年

九
月
二
三
日
（
水
）
三
期
に
分
け
て
展
示
）

⑤
諏
訪
小
学
校
職
業
説
明
会
（
令
和
八
年
二
月
三
日
（
火
））

⑥�

長
崎
楽
会
「
長
崎
会
」
例
会
「
発
掘
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
長
崎
の
遺
跡
（
令

和
八
年
二
月
一
四
日
（
土
））

八　

外
部
団
体
発
行
刊
行
物
へ
の
掲
載

・�

田
中
希
和
「
出
島
の
終
焉
と
外
国
人
居
留
地
の
形
成
―
幕
末
の
開
港
が
も
た

ら
し
た
国
際
都
市
長
崎
の
変
容
―
」（
西
日
本
文
化
協
会
［
編
］『
西
日
本
文

化
』
第
五
一
六
号
、
西
日
本
文
化
協
会
、
二
〇
二
五
年
）

・�

田
中
学
「
長
崎　

魚
の
町
遺
跡
」（
木
簡
学
会
［
編
］『
木
簡
研
究
』
第
四
七

号
、
木
簡
学
会
、
二
〇
二
五
年
）

【
別
表
一
】長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿（
令
和
八
年
三
月
一
日
時
点
）

No.

団　

体　

名

代 

表 

者

理　
　
　

事

1

長
崎
大
学

永
安　

武

木
村　

直
樹

2

長
崎
県
立
大
学

浅
田　

和
伸

松
尾　

晋
一

3

長
崎
純
心
大
学

坂
本　

久
美
子

浜
口　

美
由
紀

4

長
崎
総
合
科
学
大
学

黒
川　

不
二
雄

李　

桓

5

活
水
女
子
大
学

広
瀬　

訓

細
井　

浩
志

6

長
崎
外
国
語
大
学

石
川　

昭
仁

藤
本　

健
太
郎

7

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

水
嶋　

英
治

水
嶋　

英
治

8

長
崎
県
文
化
振
興
・
世
界
遺
産
課

松
尾　

泰
子

齋
藤　

義
朗

9

長
崎
史
談
会

原
田　

博
二

大
田　

由
紀

10

長
崎
の
風

黒
田　

雄
彦

増
田　

泰
之

11

長
崎
近
代
化
遺
産
研
究
会

菊
森　

淳
文

12

長
崎
市
文
化
財
課

岩
永　

貴
博

岩
永　

貴
博

13

長
崎
游
学
の
会

山
口　

広
助

山
口　

広
助

14

長
崎
近
世
文
書
研
究
会

小
野　

勲

永
田　

日
出
男

15

長
崎
女
子
短
期
大
学

橋
本　

剛

船
勢　

肇

16

長
崎
女
性
史
研
究
会

国
武　

雅
子

木
永　

勝
也

17

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
課

加
藤　

盛
彦

橋
本　

正
信

18

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所

水
田　

光
一

水
田　

光
一


